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問1 縄文時代に見られる「土偶」と、後の古墳時代に見られる「埴輪」を比較した説明として、正しいものはどれですか。 （2019年　

山形公立入試　類似）

1.  土偶は、豊かな収穫や安産など
のまじないのために縄文時代に作
られたが、埴輪は古墳の主の供養
や魔除けとして古墳時代に作られ
た。

2.  土偶は、弥生時代に稲作が伝わ
った際に祭祀用として広まった
が、埴輪は縄文時代に集落の守り
神として置かれた。

3.  土偶は、古墳の内部に副葬品と
して納められたが、埴輪は住居跡
から発見されることが多く、日常
的な食器として使われた。

4.  土偶は、大陸から伝わった金属
器の影響を受けて作られたが、埴
輪は日本独自の土器文化から発展
した石製品である。

問2 紀元前2000年ごろ、世界でインダス文明が栄えていた時期の日本列島における生活の様子を説明した文として、最も適切なも
のはどれですか。 （2016年　愛知公立入試　類似）

1.  表面に縄の模様がついた厚手の
土器を用いて煮炊きを行い、地面
を掘り下げて床を作った住居に住
んでいた

2.  薄手で硬い赤褐色の土器を用い
て食料を保存し、大規模な水田で
の稲作を中心とした生活を送って
いた

3.  金属器が伝来して武器や祭祀の
道具として使われ、有力な王を葬
るための巨大な前方後円墳が築か
れた

4.  土器はまだ作られておらず、ナ
ウマンゾウなどの大型の獲物を追
いながら移動して生活していた

問3 北海道やその周辺地域において、樹皮を加工した繊維で織られた「アットゥシ」と呼ばれる伝統的な衣服や、独自のアイヌ語
といった文化を継承してきた、法律によって日本の先住民族と明記されている人々を何と呼びますか。 （2026年　埼玉公立入試　類似）

1.  アイヌ民族 2.  琉球民族 3.  渡来人 4.  大和民族

問4 縄文時代の遺跡からは、女性をかたどったとされる土偶など、当時の精神文化を反映した遺物が多く発見されています。これ
らの遺物が作られた目的や背景として最も適切な説明を選びなさい。 （2024年　熊本県公立入試　類似）

1.  稲作が普及し、収穫した米を保
存するためのまじないとして作ら
れた

2.  大陸との交易において、有力者
が自分の富や権力を誇示するため
に作られた

3.  自然の恵みに感謝し、食べ物の
豊かさや安産などを祈るために作
られた

4.  身分の高い人物が亡くなった
際、その墓である古墳に副葬品と
して納めるために作られた

問5 青森県にある三内丸山遺跡をはじめ、日本各地の縄文時代の遺跡から見つかる「土偶」について、その製作背景や当時の生活
の様子を説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2023年　香川公立入試　類似）

1.  縄文土器が作られ、狩猟や採集
による定住生活が行われる中で、
食物の豊作や多産を祈るために作
られた。

2.  本格的な稲作が広まり、収穫し
た米を保存するための高床倉庫や
金属器が普及する中で、魔除けと
して作られた。

3.  王や豪族といった有力者が現
れ、巨大な前方後円墳が築かれた
際に、死者を弔うために作られ
た。

4.  大陸から伝わった仏教の教えが
広まり、寺院の本尊として拝むた
めに精巧に作られた。

問6 縄文時代の遺跡から出土する、表面に縄目の文様が施されたり、大きな眼鏡のような目を持つ「遮光器土偶」などの土製品に
ついて、その当時の使われ方として最も適切な説明を選びなさい。 （2026年　千葉公立入試　類似）

1.  食物の豊穣や安産、病気の回復
などを願うための、呪術的な道具
として使われた。

2.  亡くなった豪族の墓である古墳
の周囲に並べ、死者の霊を慰める
ために使われた。

3.  大陸から伝わった仏教の教えに
基づき、寺院の内部を飾るための
仏像として使われた。

4.  稲作が普及した社会において、
収穫した米を保存するための頑丈
な容器として使われた。

問7 ある中学生が地元の歴史博物館で調べた内容をまとめた報告書の中で、「市内で発掘された、表面に縄を転がしたような模様
がある土器」について記述しています。一万数千年前から紀元前数世紀まで続き、このような土器を使って狩猟・採集・漁労
を主とする生活が行われていた時代を何といいますか。 （2016年　富山県公立入試　類似）

1.  旧石器時代 2.  縄文時代 3.  弥生時代 4.  古墳時代

問8 縄文時代の始まりにおける自然環境の変化と、それに対応した食料資源の変化について述べた文として、正しいものはどれで
すか。 （2019年　千葉県公立入試　類似）

1.  気候の温暖化によって広葉樹の
森が広がり、ドングリなどの木の
実やシカ、イノシシなどが豊富に
なった

2.  気候の寒冷化にともなって針葉
樹林が発達し、マンモスやナウマ
ンゾウなどの大型動物が主な食料
となった

3.  海面の上昇によって沿岸部が失
われたため、人々は内陸の山岳地
帯に移動して大型動物の狩猟のみ
に専念した

4.  乾燥した気候に変化したことで
草原が広がり、それまで行われて
いた採集に代わって家畜の放牧が
始まった
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
土偶は、豊かな収穫や安産などのまじな
いのために縄文時代に作られたが、埴輪
は古墳の主の供養や魔除けとして古墳時
代に作られた。

土偶と埴輪はどちらも人型の土製品ですが、時代と役割が大きく異なります。土偶は縄文時代の狩
猟・採集社会において、生命の誕生や自然の恵みを祈る宗教的な道具として機能しました。一方、
埴輪は古墳時代に現れ、王や有力者の墓である古墳を飾り、その聖域を守る役割や、葬送の儀礼の
ために立て並べられました。

問2 答え 1
表面に縄の模様がついた厚手の土器を用
いて煮炊きを行い、地面を掘り下げて床
を作った住居に住んでいた

この時期の日本は縄文時代にあたります。人々は縄文土器を使って、植物の採取や狩猟で得た食料
を煮炊きして食べるようになりました。また、地面を掘り下げて柱を立て、屋根を葺いた「竪穴住
居」を作ることで、定住的な生活が営まれていました。他の選択肢は、弥生時代、古墳時代、旧石
器時代の特徴です。

問3 答え 1
アイヌ民族

北海道とその周辺に独自の文化を築いてきた人々で、2019年に施行された「アイヌ施策推進法」に
より、初めて法的に「先住民族」と位置づけられました。樹皮を用いるアットゥシのほか、サケ漁
や狩猟を中心とした生活様式を持ち、自然界のあらゆるものに魂が宿ると考える独自の精神文化を
持っています。

問4 答え 3
自然の恵みに感謝し、食べ物の豊かさや
安産などを祈るために作られた

縄文時代は、狩りや漁、採集による生活であり、自然の状況に食料確保が左右されました。そのた
め、土偶などの遺物は、子孫繁栄や獲物の増加、病気の回復といった切実な願いを込めた呪術的な
道具として用いられたと考えられています。

問5 答え 1
縄文土器が作られ、狩猟や採集による定
住生活が行われる中で、食物の豊作や多
産を祈るために作られた。

青森県の三内丸山遺跡は、縄文時代の大規模な集落跡として知られており、当時の生活を裏付ける
多くの土器や土偶が出土しています。縄文時代の人々は、弓矢を用いた狩猟や木の実などの採集、
漁労によって生活を営んでいました。土偶はこのような自然環境に依存した生活の中で、自然の恵
みを祈り、豊かな収穫を願う信仰（呪術）の対象として重要な役割を果たしていました。

問6 答え 1
食物の豊穣や安産、病気の回復などを願
うための、呪術的な道具として使われ
た。

縄文時代の人々は、自然界のあらゆるものに霊魂が宿ると考えるアニミズムの信仰を持っていまし
た。土偶はその信仰に基づき、女性をかたどることで生命の誕生や食物の豊穣を祈ったり、体の一
部をわざと壊すことで身代わりとして病気の治癒を祈ったりする目的で作られました。古墳時代に
作られた「はにわ」や、弥生時代以降の貯蔵用土器とは、製作された時代も目的も異なります。

問7 答え 2
縄文時代

氷河期が終わり、気候が温暖になったことで、日本列島では弓矢を用いた狩猟や豊かな海産物をと
る漁労、木の実の採集が盛んになりました。この時代に使用された、表面に縄目の文様がある土器
は「縄文土器」と呼ばれ、食料を煮炊きしたり保存したりするために活用されました。

問8 答え 1
気候の温暖化によって広葉樹の森が広が
り、ドングリなどの木の実やシカ、イノ
シシなどが豊富になった

温暖な気候への変化により、日本列島にはブナやナラなどの落葉広葉樹や照葉樹の森が広がりまし
た。これにより、人々の重要な食料となるクリやドングリなどの木の実が採れるようになり、また
これらの森をすみかとするシカやイノシシといった中小動物が増加したことで、狩猟・採集を基盤
とする縄文文化が発達しました。


